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高

瀬

安

貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
容

　
　
問
題
　
一
　
プ
ソ
ン
タ
ノ
感
聾
ミ
フ
ツ
サ
ー
ル
の
感
喜
　
ー
プ
レ
ン
タ
ノ
の
物
的
及
心
的
現
象
　
2
感
鐡
定
知
箆
に
於
る
プ
レ
ン
タ
ノ
亡
フ
ツ
サ

　
　
馳
ー
ル
ビ
の
甜
相
異
　
3
内
部
及
外
部
L
郷
箆
に
冒
闘
…
す
る
プ
ソ
ン
タ
ノ
ぜ
フ
ッ
サ
ー
ル
定
の
浦
胴
異
　
1
1
　
出
晶
群
定
外
在
　
4
意
甑
脳
燈
瞼
の
非
猫
山
訟
性
　
5

　
　
意
識
の
畜
我
保
持
性
窓
外
在
の
冒
我
勲
爵
ハ
性
」
ー
リ
ン
ヶ
m
外
学
知
翌
の
欝
象
ミ
作
用
、
感
喜
6
外
都
自
由
の
分
析
7
素
材
定
罫
象

　
　
ヒ
の
關
係
一
感
聾
　
結
論

　
　
　
　
　
　
　
　
問
　
　
　
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

我
々
の
経
験
す
る
辞
世
は
【
現
象
の
世
界
」
で
あ
る
。
「
現
象
」
の
世
界
は
物
的
現
象
ご
心
的
現
象
ご

　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
定
感
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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ご

の
二
大
種
類
に
分
た
れ
る
。
　
我
々
が
畳
畳
す
る
山
川
草
木
の
所
謂
物
膿
界
は
前
者
に
亡
し
、
知
畳

鋼
断
、
戚
情
、
意
志
等
が
後
者
に
煩
す
る
こ
ε
は
明
か
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
爾
現
象
界
の
匪
別
に

際
し
て
甚
だ
暖
昧
な
る
領
域
が
あ
る
。
そ
れ
は
戚
畳
或
は
戚
性
知
畳
の
内
容
で
あ
る
。
　
一
般
の

心
理
學
で
は
色
、
音
、
温
冷
等
の
半
畳
内
容
は
我
々
の
意
識
の
要
素
こ
し
て
現
れ
、
勢
子
在
界
に
其
儘

存
在
し
な
”
い
の
故
を
以
て
直
ち
に
禮
験
内
容
、
心
的
現
象
で
あ
る
ご
主
張
す
る
。
然
る
に
臼
常
我

々
は
平
等
を
外
物
に
被
し
て
疑
は
な
い
。
假
命
論
理
的
基
礎
付
は
な
い
に
し
て
も
自
己
の
意
識

よ
う
野
立
に
存
在
す
る
所
の
外
界
の
性
質
で
あ
る
こ
ビ
を
信
ず
る
。
素
撲
で
あ
る
に
せ
よ
、
幾
千

年
の
間
、
人
間
が
「
色
，
膏
等
は
外
界
に
存
在
す
る
ぞ
云
ふ
信
念
を
懐
き
來
つ
た
の
は
何
を
意
味
す
る

で
あ
ら
う
か
。
戚
畳
が
外
的
事
實
を
保
持
し
得
な
い
か
ら
ご
云
っ
て
直
ち
に
そ
れ
を
膿
験
事
實

心
的
現
象
ご
云
ひ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
物
的
及
心
的
の
逼
別
、
青
、
赤
、
音
、
臭
等
の
所
謂
戚
畳
は

物
的
，
3
6
的
い
つ
れ
に
属
し
、
叉
如
何
に
關
即
す
る
か
。
　
之
等
の
問
題
を
純
心
理
學
的
に
究
明
せ
ん

ξ
・
の
が
・
の
小
婁
の
思
惟
動
機
で
あ
軌
聖
意
圖
で
あ
・
。
（
薪
綾
罐
鷲
鞭
鍔
灘

齎
蘇
腰
厳
鎌
驚
携
劉
蟹
最
咽
協
霧
綴
聯
繋
騰
勢
誘
発
駿
引
潮
睦
）



ロ
　
ブ
レ
ン
タ
ノ
の
笹
下
ご
フ
ッ
サ
ー
ル
の
感
畳

陶
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ブ
レ
ン
タ
ノ
に
よ
れ
ば
、
我
々
の
経
験
す
る
「
現
象
の
世
界
ぼ
二
大
種
類
に
分
た
れ
る
◎
師
、
物
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

及
心
的
現
象
の
そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
心
的
現
象
を
表
象
こ
し
て
、
並
び
に
表
象
が
そ
の
基
礎
ご
な

へ

る
如
き
現
象
こ
し
て
規
定
し
た
Q
勿
論
、
彼
は
種
々
の
「
意
識
の
仕
方
］
を
表
象
そ
れ
膚
身
か
ら
明
確

に
匠
悪
し
、
表
象
が
意
識
に
「
謝
す
る
基
礎
」
σ
q
強
盛
9
σ
q
。
津
ビ
云
ふ
こ
ご
、
、
表
象
「
か
ら
由
來
」
9
び
姦
§
碧
ω

す
る
ご
云
ふ
こ
冠
は
全
然
異
る
も
の
ε
考
へ
て
居
る
故
に
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
観
念
論
か
ら
は
明
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　

メ
ル
ク
マ
ユ
ル

に
涯
別
せ
ら
れ
る
。
ブ
レ
ン
タ
ノ
に
於
て
心
的
現
象
の
最
も
重
要
な
る
積
極
的
標
識
は
疑
も
な

く
＝
樹
象
へ
の
關
係
」
で
あ
る
。
「
或
も
の
を
封
象
こ
し
て
そ
れ
に
關
係
す
る
こ
ご
扁
で
あ
る
。
彼
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

心
的
現
象
が
志
向
的
に
一
儀
象
を
そ
の
中
に
含
む
限
b
、
そ
れ
を
意
識
ε
呼
ん
だ
。
併
し
注
意
す

べ
き
は
彼
に
よ
れ
ば
「
婁
象
の
内
在
」
　
「
饗
象
的
内
在
性
」
と
Q
塁
壁
・
。
斌
ぎ
鑑
。
ぽ
冒
負
煎
9
N
へ
．
ご
は
ア
ソ
ス

ト
プ
レ
ス
の
傳
統
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
る
如
き
意
識
内
に
凝
る
仕
方
で
内
〃
住
す
る
（
貯
蚤
く
。
喜
の
こ

「
物
の
存
在
法
」
ご
ω
○
ぎ
。
。
づ
．
o
冨
号
ω
U
貯
晩
。
ω
＾
＾
で
は
な
い
。
叡
覧
紳
の
中
に
或
仕
方
で
内
住
す
る
封
象

が
あ
っ
て
、
そ
れ
ビ
表
象
す
る
者
ビ
の
画
聖
係
を
志
向
的
文
墨
ご
云
ふ
の
で
は
な
い
。
心
的
關
係

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
定
感
艶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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四
・

は
決
し
て
「
共
存
關
係
」
困
。
。
X
…
馨
嚢
『
の
藝
闘
窪
で
は
な
い
。
「
關
係
」
ご
云
ふ
言
葉
を
、
普
通
の
意
昧
に
解
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

れ
ば
そ
れ
は
必
ず
二
名
僻
の
存
在
を
豫
想
－
す
る
。
然
る
に
謂
ふ
所
の
心
的
開
係
に
斯
て
は
只
一

　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

っ
の
名
麟
の
み
し
か
存
在
し
な
い
こ
ご
を
そ
の
特
質
こ
す
る
、
關
聴
す
る
所
の
も
の
は
二
者
で
あ

る
。
而
し
て
一
方
よ
り
他
方
へ
の
關
係
を
魏
す
こ
ご
が
出
來
る
。
物
的
現
象
の
關
係
は
こ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
る
。
併
し
或
も
の
を
表
象
し
意
識
す
る
も
の
は
唯
「
者
で
あ
る
。
　
一
は
他
を
志
向
的
に
、
意
味
、

的
に
含
む
の
み
で
あ
っ
て
こ
の
弾
込
は
覚
し
得
な
い
。
故
に
意
識
は
「
關
係
に
相
似
的
な
る
も
の
］

閃
Φ
巨
剛
く
鋳
島
9
窃
或
は
「
關
係
的
な
る
も
の
」
閃
ゆ
冥
陶
乱
9
。
。
。
で
あ
る
。
　
所
謂
「
關
係
な
き
所
有
」
罵
。
昏
剛
崇
7

σq

F
・
。
魯
巴
∪
9
　
で
あ
る
。
　
但
し
、
共
存
關
係
も
心
的
關
係
も
共
に
二
名
工
な
し
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

而
し
て
そ
の
場
合
一
名
僻
は
貯
§
8
直
接
に
、
他
は
貯
○
茎
ρ
琴
間
接
に
考
へ
ら
れ
る
。
そ
こ
に
爾

者
の
相
違
瓢
が
あ
る
。
例
へ
ば
「
花
を
愛
す
る
も
の
言
云
ふ
所
謂
心
的
關
係
を
表
象
す
る
な
ら
ば

「
花
を
愛
す
る
者
」
は
直
接
に
「
花
」
は
間
接
に
表
象
せ
ら
れ
る
。
心
的
關
係
が
共
存
豊
丸
ε
異
る
所
は

或
も
の
が
心
的
皇
宮
に
立
て
ば
そ
の
樹
象
は
現
實
的
に
存
在
し
な
く
ご
も
、
心
的
に
甥
象
に
關
係

す
る
所
の
も
の
は
必
然
的
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
黙
で
あ
る
○
（
罎
霧
ω
毯
（
銭
9
ご
》
昌
一
套
げ
σ
q
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
心
的
現
象
．
即
意
識
は
上
述
の
如
く
「
樹
象
へ
の
關
係
」
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
　
或
樹
象
に
關
係
す

る
ε
云
ふ
こ
ご
は
3
5
的
現
象
の
特
質
で
あ
る
け
れ
共
、
「
心
的
現
象
」
ご
云
ふ
概
念
ご
「
饗
宴
へ
の
欄
係
」
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ご
云
ふ
慨
念
ビ
は
判
別
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
σ
何
こ
な
れ
ば
凡
て
の
心
的
現
象
は
↓
次

的
に
野
象
に
閣
下
す
る
の
み
な
ら
す
二
次
的
に
自
分
自
ら
を
野
里
ご
す
る
。
か
く
し
て
の
み
心

的
現
象
は
志
向
こ
し
て
の
そ
の
意
味
を
持
つ
こ
ε
が
出
撃
る
。
故
に
ブ
ン
ン
タ
ノ
に
よ
れ
ば
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
テ
ン
チ
テ
ナ
け
ル
　
　
　
　
　
　
ウ
ィ
ル
ク
リ
ヒ

斜
な
る
心
的
現
象
も
必
ず
二
つ
の
樹
象
を
含
む
。
而
し
て
囲
は
志
向
的
に
、
他
は
現
實
的
に
、
志
向

的
醤
単
寧
一
次
的
確
象
ご
は
表
象
作
用
に
於
て
把
捉
せ
ら
れ
る
色
爺
日
等
の
物
的
現
象
の
世
界
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ
　
　
も
　
　
ゆ
　
へ

は
超
越
的
に
把
捉
せ
ら
れ
る
心
的
現
象
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
心
的
現
象
に
實
在
的
に
属
す
る
こ
ご

も
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
へ

は
出
來
な
い
。
反
之
志
向
的
罫
象
に
關
係
す
る
、
師
志
向
す
る
心
的
現
象
は
同
時
に
自
ら
が
膚
ら

の
野
象
ビ
な
る
Q
ゆ
ゑ
に
か
、
る
二
次
的
封
象
抵
一
次
的
野
象
に
蔑
し
て
現
實
的
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
　
こ
の
場
合
意
識
す
る
も
の
こ
意
識
さ
れ
る
も
の
ご
は
唯
一
現
量
の
3
5
的
現
象
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
如
斯
ブ
レ
ン
タ
ノ
に
於
て
は
我
々
が
意
識
す
る
所
の
も
の
、
存
在
は
意
識
の
概
念
に
全
然
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　

も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぶ

關
係
で
あ
る
、
意
識
の
謝
象
は
意
識
自
身
に
属
す
る
實
在
的
（
厭
Φ
＆
な
る
要
素
で
は
な
い
。
意
識

ご
そ
の
甥
象
或
は
内
容
ご
は
載
然
ε
国
別
せ
ら
れ
る
。
故
に
「
表
象
言
云
っ
て
も
ブ
レ
ン
タ
ノ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ぬ

決
し
て
表
象
せ
ら
れ
だ
も
の
ご
は
解
せ
す
し
て
、
単
費
を
表
象
す
る
所
の
作
用
ε
解
し
た
の
で
あ

る
。
（
暑
の
¢
黛
窪
色
の
ω
多
窪
等
〉
こ
の
甚
別
は
「
作
用
心
理
學
一
算
藁
縄
魯
。
げ
㈹
δ
の
基
礎
で
あ
る
。
　
又

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
ぜ
感
磯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
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山
ハ

彼
は
威
畳
ご
想
像
ご
を
一
が
物
的
現
象
に
よ
っ
て
成
立
し
、
他
が
聯
想
の
法
則
に
從
ふ
所
の
心
的

現
象
に
よ
つ
て
生
起
す
る
ε
云
ふ
事
實
に
よ
っ
て
匠
別
し
や
う
ε
す
る
主
張
に
反
質
す
る
。
師

物
的
現
象
が
屡
々
想
像
の
中
に
現
れ
得
る
か
ら
ご
云
っ
て
、
決
し
て
物
的
現
象
ε
考
へ
て
は
な
ら

な
い
ご
注
意
し
た
最
初
の
入
は
ブ
ン
ン
タ
ノ
で
あ
る
◎

二

　
ブ
レ
ン
タ
ノ
の
戚
畳
に
於
る
物
的
と
心
的
ど
の
荒
壁
も
三
聖
で
あ
る
。
彼
に
於
て
は
戚
畳
は

狭
義
の
「
外
部
知
畳
］
（
詠
唱
2
。
≦
答
ヨ
鉱
一
B
§
σ
q
）
ご
同
意
義
で
あ
る
。
　
師
外
部
知
昼
と
は
威
性
的
に
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ビ
ン
デ
ン

へ
ら
れ
た
る
も
の
、
凡
て
の
視
、
聴
、
或
物
の
戚
じ
の
中
に
現
前
す
る
所
の
も
の
、
盲
目
的
信
念
冨
。
－

宮
門
。
Ω
冨
菩
。
鐸
で
あ
る
。
戚
性
知
昼
は
或
も
の
、
盟
・
な
る
表
象
で
は
な
く
、
本
能
的
に
「
眞
ご
考
へ
る

こ
ご
」
察
触
去
、
簿
ξ
↓
苞
§
。
口
で
あ
り
、
音
や
色
の
単
な
る
表
象
に
は
存
在
し
な
い
所
の
そ
れ
等
の
響
り
く
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ご
昌
。
ご
露
9
で
あ
る
。
故
に
「
威
畳
」
は
我
々
が
威
畳
し
て
表
象
す
る
所
の
も
の
》
盲
目
的
、
本
能
的
信

へ

念
帥
信
念
の
作
用
（
剣
断
作
用
）
で
あ
る
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
例
へ
ば
一
定
の
緑
を
戚
畳
す
る
な
ら
ば
「
私
は
こ
の
緑
を
甥
象
に
持
つ
」
の
で
あ
る
Q
而
も
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
や

を
「
眞
で
あ
る
ざ
信
ず
る
」
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
緑
は
全
心
的
現
象
の
一
部
分
で
は
な
い
。
そ
の
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レ
　
ア
　
　
ル

實
在
的
な
る
心
素
で
は
な
い
。
ブ
レ
ン
タ
ノ
は
明
か
に
戚
昼
を
戚
畳
す
る
作
用
帥
心
的
現
象
ご

考
へ
、
威
望
の
醤
象
、
威
性
的
、
性
質
的
魚
心
雨
間
尋
者
帥
物
的
現
象
か
ら
魑
2
4
し
て
居
る
。

　
こ
の
黙
に
於
て
フ
シ
サ
竃
ル
の
考
方
ご
大
い
な
る
相
蓮
が
あ
る
。
フ
ッ
ず
；
ル
は
特
殊
の
威

　
へ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　

へ
　
る
　

ヘ
　
ヘ
　

ヘ
　
へ
　

も
　
へ
　
　
さ
　
　
　
　
　
　
も
　

へ
　
も
　

ゆ
　

も
　

ヘ
　

ヘ
　

へ

畳
作
用
を
認
め
な
か
つ
淀
。
彼
に
よ
れ
ば
戚
蝿
は
禮
瞼
で
は
あ
る
が
、
併
し
志
向
的
帳
面
或
は
心

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

的
作
用
で
は
な
い
。
・
こ
、
に
プ
レ
ン
タ
ノ
ご
全
く
異
っ
た
膿
験
及
作
用
の
概
念
が
生
す
る
。
帥

フ
シ
サ
ー
ル
は
一
の
作
用
に
於
て
、
そ
の
志
向
的
内
容
帥
内
在
的
野
象
の
他
に
、
樹
一
つ
、
そ
れ
と
全
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ア
　
ル

く
異
っ
た
内
容
を
匠
即
す
る
。
『
そ
れ
は
作
用
を
實
在
的
に
組
立
て
、
居
る
。
必
然
的
な
る
支
持

黙
ビ
し
て
志
向
性
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
爵
身
は
志
向
せ
ら
れ
な
い
◎

そ
れ
は
作
用
が
表
象
す
る
灘
象
で
は
な
い
。
我
々
は
色
の
戚
畳
を
細
る
の
で
は
な
く
、
色
あ
る
も

の
を
視
る
の
で
あ
る
。
私
は
音
の
官
命
を
聴
く
の
で
は
な
く
歌
女
の
唄
ふ
歌
曲
を
聴
く
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
ニ
ヤ
イ
ネ
ン
デ
コ
ヂ
イ
ン
グ

る
。
（
ピ
』
●
H
國
●
の
眠
い
遥
）
そ
れ
は
門
現
象
す
る
物
一
国
誘
。
落
げ
爵
号
U
窪
σ
Q
で
は
な
く
門
物
の
現
象
」
U
写
σ
q
国
誘
畠
σ
劉

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
ま
　
　
も
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
へ
　
　
も

嚢
ゐ
で
あ
る
。
意
識
の
複
合
的
虚
心
に
属
す
る
も
の
定
し
て
我
々
は
現
象
を
「
騰
験
」
す
る
。
「
膿
験
」

ε
は
霊
亀
な
部
分
こ
し
て
凡
て
の
現
象
學
的
意
識
の
流
れ
を
構
成
し
て
居
る
所
の
多
機
な
る
部

分
誘
色
な
る
複
合
内
容
の
凡
て
や
あ
る
Q
こ
の
現
象
學
的
「
焔
心
」
概
念
は
そ
れ
故
に
「
意
識
統
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ォ
ア
ハ
ン
ヂ
ン

　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

般
に
現
在
す
る
凡
て
の
も
の
」
を
含
む
。
而
し
て
現
在
す
る
ε
は
「
現
前
す
る
」
こ
ご
で
あ
っ
て
知
畳

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
定
感
蝿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
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哲
學
研
究
第
百
二
十
ご
號
入

し
、
認
識
し
、
表
象
す
る
や
否
や
に
は
關
は
ら
な
い
。
フ
ッ
テ
ー
ル
に
よ
れ
ば
こ
の
現
前
す
る
［
禮
験

　
　
　
　
む
　
　

内
容
」
が
邸
「
戚
畳
」
及
奨
複
合
膿
で
あ
る
。
師
「
戴
畳
ご
は
我
々
の
意
識
統
一
に
激
て
事
實
的
に
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
せ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
も
　
　
も

か
く
ご
規
定
せ
ら
れ
た
特
殊
の
種
類
の
膿
験
（
ぴ
』
曹
睾
霧
お
ω
い
〉
で
あ
る
。
故
に
「
膿
験
は
必
ず
し
も

ぬ
　
ま
　
せ
　
ゆ
　
ゆ
　
ま
　
も

志
向
的
で
は
な
い
。
戚
蝿
自
身
は
作
用
で
は
な
い
け
れ
共
作
用
は
そ
れ
を
以
て
構
成
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
お
　
へ
　
む
　
ぶ
　
ぬ

　
從
而
「
志
向
的
膿
験
」
帥
「
作
用
」
は
記
述
的
に
は
「
定
礎
せ
ら
れ
た
ズ
屑
§
望
薄
旦
髄
験
の
一
種
類
の
み
を

意
味
す
る
。
「
志
向
的
」
と
云
ふ
附
加
語
は
記
述
的
に
定
礎
せ
ら
れ
π
禮
験
の
種
類
に
共
通
な
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

質
を
意
味
す
る
。
郎
表
象
知
梅
丘
は
他
の
同
標
な
る
仕
方
に
よ
り
甥
象
的
に
關
資
す
る
所
の
志

へ
　
　
へ
向
性
ε
云
ふ
七
曲
を
云
ひ
表
は
す
の
で
あ
る
。
故
に
現
象
論
的
記
述
的
に
最
も
廣
い
膿
験
又
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

意
識
の
領
域
の
中
に
は
志
向
的
膿
験
郎
作
用
と
そ
れ
膚
身
作
用
で
は
な
い
が
、
作
用
の
柱
石
た
り

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
　
　
も

得
る
所
の
非
志
向
的
非
作
用
的
膿
丈
量
意
識
内
容
ε
が
匠
別
せ
ら
れ
る
。

　
如
斯
フ
ソ
サ
ー
ル
は
ブ
レ
ン
タ
ノ
が
戚
畳
の
作
用
か
ら
庭
別
し
た
所
の
威
性
的
性
質
的
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

も
の
書
室
問
的
な
る
も
の
そ
れ
膚
身
を
「
戚
畳
」
ざ
聡
し
、
そ
れ
を
意
識
統
一
、
霜
融
に
諾
巴
に
属
す
る

部
分
内
容
で
あ
る
ご
考
へ
た
。
然
る
に
ブ
レ
ン
タ
ノ
の
思
想
を
徹
底
す
れ
ば
か
、
る
戚
性
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
ガ
ロ
も
　
ヘ
　
へ

る
も
の
は
そ
れ
宮
身
威
畳
の
甥
象
で
み
っ
て
心
的
現
象
邸
意
識
作
用
に
は
重
し
な
い
も
の
で
あ

る
ご
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ら
ふ
。
　
こ
れ
は
爾
虚
血
の
知
立
に
逸
す
る
財
界
に
根
本
的
な
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狙
異
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
ひ

　
邸
フ
ッ
ず
ー
ル
い
鐸
員
ρ
ω
。
。
い
で
次
の
如
く
考
へ
て
居
る
。
＝
の
箱
を
見
る
σ
」
場
合
、
普
通
箱
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

如
何
に
向
け
ら
れ
、
如
何
に
廻
は
さ
れ
て
も
、
常
に
こ
の
同
じ
箱
を
面
諭
す
る
、
或
は
同
じ
「
意
識
内
容
」

を
持
つ
ご
云
は
れ
る
。
併
し
膿
験
せ
ら
れ
た
内
容
に
就
て
よ
り
正
確
に
、
よ
り
適
當
に
云
ふ
な
ら

ば
、
我
々
は
そ
の
箱
の
各
轄
向
毎
に
新
し
い
意
識
内
容
を
持
つ
、
從
五
種
々
相
異
し
た
内
容
が
騰
験

せ
ら
れ
て
、
而
も
爾
「
同
一
の
醤
象
」
が
知
寄
せ
ら
れ
る
Q
從
而
】
般
に
云
へ
ば
禮
験
せ
ら
れ
た
「
内
容
」

は
知
敵
せ
ら
れ
た
「
写
象
」
ざ
匪
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
現
在
す
る
威
畳
、
從
而
色
、
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
イ
ナ
ン

等
の
膿
験
せ
ら
れ
た
要
素
は
、
そ
れ
に
封
記
し
、
そ
れ
を
「
無
記
」
す
る
作
用
内
に
於
る
（
色
あ
り
、
形
あ
る
）

　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
も
　
ゆ
　
も
　
へ

る覇
象
の
現
象
的
性
質
か
ら
匿
浮
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
司
弩
7
0
ヨ
℃
爵
伍
§
西
ご
囚
α
畦
℃
o
島
9
Φ

男
鋒
び
毒
堕
Ω
o
。
・
琶
里
諺
℃
豊
島
q
茜
。
囚
α
信
。
遵
9
。
Ω
o
器
δ
画
具
上
述
異
っ
た
「
内
容
」
の
隆
験
か
ら
同
一
の
鋼

象
を
知
聾
す
る
こ
ご
が
出
癖
る
。
反
面
に
ま
だ
同
一
の
意
識
内
容
に
卜
い
て
異
っ
た
「
野
象
」
を
知

面
す
る
こ
ご
が
毘
儲
る
Q
從
而
郵
象
」
は
戚
豊
の
如
く
意
識
内
に
現
前
し
な
い
。
寧
ろ
、
志
向
的
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ァ
レ
ス
テ
ツ
レ
ン

意
味
的
に
の
み
軍
に
顯
現
せ
ら
れ
、
超
越
的
に
思
念
せ
ら
れ
「
捕
捉
せ
ら
れ
る
」
。
而
し
て
捕
捉
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
へ
　
　
さ
　
　
へ
　
　
も

れ
自
身
は
決
し
て
新
し
い
浮
心
の
流
れ
へ
は
還
元
せ
ら
れ
な
い
。
フ
ッ
サ
ー
ル
は
戚
畳
を
か
、

ヘ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
も
　
へ
　
も
　
ゆ
　
へ
　
せ
　
も
　
へ
　
ゆ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
捕
捉
に
よ
っ
て
廓
意
識
の
仕
方
に
よ
っ
て
膿
験
す
る
こ
ご
を
そ
の
甥
象
の
「
知
蝿
」
ご
治
す
る
。

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
定
感
蝿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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哲
學
研
究
第
百
二
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

へ

故
に
フ
ッ
サ
ー
ル
は
知
畳
に
於
て
意
識
内
容
（
戚
畳
）
ε
志
向
的
劉
象
ご
を
甚
別
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
せ
　
　
ゐ
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
フ
ソ
サ
盲
ル
は
如
斯
威
畳
内
容
を
そ
れ
が
相
異
す
る
に
も
拘
ら
す
「
同
じ
意
味
で
」
捕
捉
し
「
私
に

も
　
　
ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
イ
テ
ン
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　

ヘ
　
　
へ

野
す
る
醤
象
の
存
在
」
ご
露
出
す
る
所
の
「
解
鐸
」
す
る
一
写
方
性
質
を
「
統
鼻
偏
ご
も
遍
し
た
。
統
畳
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
パ
　
シ
ユ
ル
ス

は
域
蝿
の
粗
筆
な
る
存
在
に
面
し
て
論
蔵
自
身
の
中
に
成
立
す
る
所
の
過
　
剰
で
あ
る
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
ベ
ゼ
　
レ
ン

は
戚
畳
を
云
は
“
精
帥
化
す
る
所
の
作
用
の
性
質
で
あ
る
。
故
に
フ
ジ
サ
ー
ル
に
よ
れ
ば
威
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ

的
な
る
も
の
帥
戚
畳
こ
そ
れ
を
捕
捉
し
統
畳
す
る
作
用
ご
を
一
の
意
識
統
　
ε
し
て
騰
験
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

ご
考
へ
る
。
師
統
畳
の
本
質
は
種
々
の
禮
験
さ
れ
た
戚
性
的
な
る
も
の
帥
昌
吉
を
心
象
的
に
知

畳
す
る
こ
ε
で
あ
る
。

　
併
し
ブ
レ
ン
タ
ノ
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
所
謂
「
種
々
の
戚
畳
内
容
の
樹
象
的
捕
捉
」
例
へ
ば
「
箱
の
知

畳
」
を
本
來
の
意
味
の
知
畳
ε
は
考
へ
な
い
。
ブ
レ
ン
タ
ノ
に
於
て
は
「
知
音
」
ご
門
直
槻
」
》
蕊
9
磐
毒
σ
q

ご
は
同
意
義
で
あ
る
。
從
っ
て
威
性
的
な
る
も
の
郎
フ
ッ
ナ
璽
ル
の
所
謂
細
細
を
外
的
に
知
畳

す
る
こ
ご
労
解
ξ
9
霧
占
。
び
巳
9
そ
れ
が
ブ
レ
ン
タ
ノ
に
於
て
「
外
的
直
槻
」
で
あ
り
「
戚
畳
」
ご
同
義
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

る
。
「
箱
の
知
識
あ
如
き
は
直
槻
概
念
的
表
象
鋼
断
面
種
々
な
る
精
棘
活
動
の
聯
合
的
融
合
複
膿

諺
ω
ω
。
。
蔑
く
。
＜
Φ
「
。
。
。
ぼ
陰
日
磐
お
の
囚
。
日
℃
♂
舛
で
あ
る
。
我
々
は
「
直
観
」
或
は
「
知
畳
」
の
気
象
ご
し
て
冑
目
的

に
僑
す
る
が
併
し
存
荘
は
し
な
い
新
の
域
牲
納
な
る
も
の
を
捕
つ
の
で
あ
る
。
か
、
る
戚
牲
納



399

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
も
　
　
へ

な
る
も
の
か
ら
「
籏
り
」
又
は
「
形
」
ご
云
ふ
如
き
概
念
は
直
接
に
抽
象
し
得
ら
れ
る
け
れ
こ
も
併
し
「
箱
」

ご
云
ふ
如
き
概
念
は
如
何
な
る
直
観
か
ら
も
抽
象
し
得
な
い
。
そ
れ
は
「
視
る
」
こ
ご
も
、
「
昧
ひ
」
「
嗅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
や
　
　
へ

ぎ
」
「
聴
く
」
こ
ご
も
禺
露
な
い
。
同
機
に
そ
れ
は
「
寄
れ
る
」
こ
ご
の
出
來
な
い
目
的
規
定
を
も
含
む
。

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　

へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　

も
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
れ
は
抽
象
的
概
念
綜
合
で
あ
る
。
超
越
的
外
物
は
プ
レ
ン
タ
ノ
の
外
部
知
畳
の
野
象
で
は
な

ド
・
フ
ー
ゴ
た
ル
グ
；
の
云
ふ
如
一
眞
の
知
畳
は
常
に
軍
純
な
る
措
定
二
垂
。
g
割
闘
直
槻
的

シ
ユ
リ
ヒ
デ

直
鐵
的
作
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ビ
ヂ
ン
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ブ
レ
ン
タ
ノ
は
内
部
及
外
部
知
畳
を
一
鋼
明
性
癖
異
っ
た
封
象
ご
に
よ
っ
て
轟
別
し
て
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
む
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

フ
ソ
テ
ー
ル
は
之
に
反
響
し
て
『
内
部
及
外
部
知
畳
は
一
般
的
に
全
然
同
じ
認
識
論
的
性
質
を
持

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
デ
ク
ア
ロ
ト
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ア
ヂ
ク
ア
オ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
イ
エ
ツ
ン

つ
。
郎
金
事
（
露
都
）
及
不
寒
明
（
不
充
全
）
知
識
ご
内
部
及
外
部
重
畳
ご
は
一
致
せ
す
し
て
交
錯
す
る
』

ε
主
張
す
る
。
（
い
F
】
H
』
ω
．
い
ω
固
）

　
　
　
ド
イ
プ
ン

　
若
し
「
解
繹
」
を
重
畳
ご
同
凪
と
解
す
れ
ば
内
部
知
畳
に
於
て
も
不
充
全
（
不
確
實
）
知
畳
は
可
能
で
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
デ
イ
カ
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
び

あ
る
。
∵
「
解
輝
に
於
る
凡
て
の
賓
僻
は
誤
謬
の
泉
で
あ
る
」
（
ゆ
2
．
σ
q
糞
§
H
国
薮
g
N
ω
●
岩
）
門
怒
）
が
頸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
カ
リ
バ
ゐ
オ
ン

を
細
め
る
」
「
悲
み
が
胸
を
張
り
さ
け
る
」
等
の
定
位
は
詩
的
比
喩
や
威
情
に
俘
ふ
物
的
現
象
を

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
定
感
麗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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一
二

云
爲
し
な
い
限
り
明
か
に
誤
り
で
あ
る
。
か
、
る
「
解
繹
」
を
内
部
民
謡
で
あ
る
ε
云
ひ
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ブ
レ
ン
タ
ノ
に
よ
れ
ば
「
外
部
知
畳
は
判
明
で
な
い
。
否
寧
ろ
常
に
詐
備
的
陣
益
ぴ
q
Φ
静
。
げ
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
リ
フ
ヘ
サ
ク
ブ
リ
タ
テ
ィ
サ
ベ

（切

}
劉
・
。
・
嵩
。
。
・
い
α
）
色
、
音
声
の
戚
性
的
性
質
慌
者
一
般
は
物
理
愚
者
に
よ
っ
て
實
在
の
世
界
か
ら
除

去
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
そ
の
威
性
的
性
質
的
な
る
も
の
を
盲
目
的
に
信
ず
る
限
り
、
外

　
　
　
　
も
　
ヘ
　
ヤ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も

部
知
畳
は
例
外
な
く
「
誤
畳
」
男
駐
。
ぎ
。
プ
ヨ
§
㈲
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
木
や
家
」
の
存
在
に
關
し
て
屡
々
我

々
を
隔
…
き
、
叉
購
き
得
る
の
故
を
以
て
詐
購
的
で
あ
り
迷
誤
的
で
あ
る
ご
云
ふ
の
看
は
な
い
。
唯

我
々
が
視
野
の
色
あ
る
形
を
直
言
し
、
そ
れ
を
遣
ハ
で
あ
る
ε
考
へ
て
論
理
的
に
正
篇
．
付
け
ら
れ
な

い
信
念
に
陥
る
の
故
を
以
て
詐
購
的
で
あ
る
ご
考
へ
る
。

　
然
る
に
フ
ソ
テ
ー
ル
は
「
家
の
存
在
」
に
關
し
て
誤
）
得
て
も
、
禮
験
せ
ら
れ
た
「
威
性
的
内
容
の
存

在
」
に
關
し
て
は
誤
り
得
な
い
ご
主
張
す
る
。
（
ピ
≧
』
劉
Q
ω
●
⇔
鴇
－
。
。
）
郎
前
述
の
如
く
フ
ッ
サ
ー
ル
の

所
謂
爵
塾
酔
櫓
静
⑳
糎
観
だ
か
グ
郵
．
ス
象
ド
鰯
．
ガ
、
る
、
ポ
げ
、
へ
げ
關
繭
滅
罪
寵
、
い
、
て
ぼ
、
る
。
そ
れ
は
作

用
で
は
な
い
が
作
用
は
そ
れ
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
て
居
る
。
我
々
が
威
畳
を
通
じ
て
家
庖
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
思
念
す
る
な
ら
ば
戚
畳
そ
れ
自
身
は
特
殊
の
甥
象
的
な
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
Q
我
々
は
知

畳
の
中
で
戚
性
的
内
容
を
知
恩
す
る
の
で
は
な
い
。
我
々
は
知
畳
の
中
で
戚
性
的
内
容
を
知
畳

す
る
の
で
は
な
い
。
　
寧
ろ
反
省
に
よ
っ
て
此
内
容
を
注
意
し
、
そ
れ
が
意
昧
す
る
志
向
的
濁
象
へ
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ヘ
　
へ
　
　
リ
　
ヘ
　
　
へ

の
解
騨
か
ら
抽
象
し
、
輩
に
そ
れ
が
あ
る
如
く
に
現
前
す
る
も
の
ご
し
て
受
容
れ
る
な
ら
ば
我
々

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
や

は
初
め
て
そ
れ
を
知
畳
す
る
。
併
し
、
そ
れ
は
外
的
表
象
を
知
忘
す
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
新
し

い
知
畳
は
内
部
知
畳
の
或
も
の
こ
全
然
同
一
の
確
實
性
ご
剣
明
性
ご
を
要
求
す
る
。
そ
れ
が
あ

　
　
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

急
如
く
に
あ
り
、
且
思
念
せ
ら
れ
る
所
の
も
の
、
そ
れ
を
疑
ふ
の
は
明
か
に
不
合
理
で
あ
る
。
　
∴
「
心

も
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
コ
も
　
　
セ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　

へ
　
　
　
　
　

的
」
ご
全
く
同
榛
に
、
「
物
的
」
内
容
の
判
明
な
る
蝋
管
が
あ
る
ビ
主
張
す
る
。

　
併
し
、
如
斯
、
原
本
的
に
は
封
象
的
で
な
い
所
の
意
識
内
容
を
軍
に
解
繹
す
る
こ
ε
の
み
に
よ
っ

て
こ
う
し
て
超
越
二
二
象
性
が
か
、
る
意
識
内
容
に
與
へ
ら
れ
う
る
の
で
あ
る
か
。
ま
た
、
我
々

が
か
、
る
解
羅
を
中
止
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
そ
の
二
二
的
關
係
の
な
い
非
作
用
署
芭
餌
床
昏
の
中

　
レ
ロ
ベ
ン

に
住
息
し
得
ら
れ
る
ご
云
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
所
謂
新
し
い
知
畳
ビ
し
て
の
黒
雲
な
る
醤

象
意
識
が
如
何
に
し
て
こ
の
甥
象
性
を
持
た
な
か
っ
た
筈
の
非
作
用
に
忙
し
て
塗
じ
得
る
の
で

あ
ら
う
か
。
フ
ッ
ず
ー
ル
自
身
何
等
言
表
す
る
所
が
な
い
。

　
更
に
又
、
そ
の
所
謂
非
作
用
を
膿
験
の
七
二
ご
し
て
い
は
な
く
「
禮
験
」
こ
し
て
特
徴
付
け
る
も
の

は
何
か
。
も
し
意
識
野
験
の
申
に
作
用
ビ
非
作
用
が
あ
っ
て
そ
の
非
作
用
は
そ
れ
自
身
勢
象
的

な
る
も
の
で
は
な
く
、
而
も
術
そ
れ
は
凡
て
の
場
合
甥
象
の
志
向
的
意
識
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ε
考
へ
る
な
ら
ば
、
か
、
る
心
的
現
象
内
の
二
重
性
は
ざ
う
し
て
も
管
棘
内
に
存
在
す
る

　
　
　
　
物
的
及
心
的
視
象
オ
慈
蝿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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一
四

内
在
的
封
象
の
假
定
に
陥
…
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
何
ご
な
れ
ば
封
象
を
原
本
的
に
持
淀
な
い

威
畳
を
勉
じ
て
我
々
が
作
用
の
中
に
卓
立
的
な
る
家
や
木
を
思
念
し
、
か
く
し
て
初
め
て
戚
畳
が

作
用
の
中
に
入
り
得
る
ご
す
れ
ば
、
こ
の
非
作
用
は
意
識
の
作
用
ご
勤
象
こ
の
中
問
物
ε
し
て
想

定
せ
ら
れ
る
所
の
内
在
的
虚
血
ご
非
常
に
相
似
て
詰
る
で
あ
ら
ふ
。
唯
・
内
在
的
謝
象
ε
現
實
的

謝
金
ご
の
問
に
は
藤
壷
ε
夙
義
的
な
る
醤
懇
を
認
め
る
に
高
し
、
戚
畳
こ
そ
れ
を
蓮
じ
て
我
々
が

知
畳
す
る
心
象
ご
の
間
に
は
か
、
る
も
の
を
認
め
す
同
一
の
非
作
用
も
異
っ
た
樹
、
象
の
知
畳
を

可
能
な
ら
し
め
る
ビ
考
へ
る
だ
け
の
相
異
で
あ
る
。
我
々
は
劉
象
の
心
的
内
住
論
の
誤
謬
に
照

ら
な
い
爲
に
は
フ
ッ
サ
ー
ル
の
非
作
用
そ
れ
自
身
を
醤
象
的
な
る
も
の
ご
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い

で
あ
ら
ふ
。

　
或
は
云
ふ
か
も
知
れ
な
い
。
『
外
部
知
畳
は
そ
の
威
性
的
内
容
ご
甥
象
と
を
關
係
さ
せ
て
規
定

す
る
時
（
線
の
紙
）
に
初
め
て
誤
謬
に
略
る
。
併
し
「
硯
ら
れ
た
色
は
緑
で
あ
る
」
ご
軍
に
割
断
ず
る
な

偉
ら
ば
そ
れ
は
誤
り
得
な
い
。
こ
の
知
畳
は
事
膨
面
に
與
へ
ら
れ
た
域
性
的
内
容
の
知
畳
を
超
え

て
居
な
い
』
と
。

　
併
し
こ
れ
に
は
内
部
知
畳
の
鋼
漸
ご
外
部
知
畳
の
鋼
断
こ
の
聞
の
重
要
な
る
混
同
が
あ
る
。

　
　
　
も
　
ヘ
　

ヘ
　

へ
　

も
　

ヘ
　

へ
　

も
　

も
　

ヘ
　

ヘ
　

へ
　

も
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　

へ
　

も
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　

も
　

め
　

ヘ
　

へ
　

も
　

も
　

ヘ
　

ヘ
　

ヘ
　
へ

上
述
の
鋼
漸
で
正
し
い
の
は
内
部
知
畳
の
漸
漸
で
あ
っ
て
、
決
し
て
性
質
的
、
歯
間
的
な
る
も
の
を
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辱
　
、
　
、
　
も
、
　
、
　
、
　
V
　
駕
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
レ
　
、
　
V
　
、
　
、
　
、
　
Y
　
V
　
、
　
、
　
辱
　
物
　
、
　
、
　
㌻
　
瓢
、
　
ト

承
認
す
る
の
で
は
な
い
。
域
畳
に
樹
し
て
與
へ
ら
れ
た
鋼
明
性
を
域
御
せ
ら
れ
た
、
性
質
の
存
在

も
　
　
　
サ
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り
の
　
も
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
へ
　
　
で
　
　
ヘ
　
　
セ

の
保
謹
で
あ
る
ざ
考
へ
て
は
な
ら
な
い
。
㊧
興
σ
q
筥
①
募
団
コ
．
ω
．
α
巴

　
ブ
レ
ン
タ
ノ
の
語
法
を
以
て
す
れ
ば
外
部
置
畳
郎
戚
豊
の
醤
象
（
緑
）
に
就
て
そ
れ
が
我
々
に
現

象
す
る
や
う
に
乱
離
的
に
も
存
在
す
る
ご
云
ふ
権
利
は
な
い
。
∵
外
部
知
畳
の
戚
性
的
性
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
へ

な
も
の
、
決
し
て
判
明
で
な
い
所
の
育
目
的
な
る
信
念
で
あ
る
。
剣
明
で
あ
る
の
は
こ
の
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ぶ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぶ
　
へ

我
々
が
こ
の
信
ず
る
性
質
を
翼
象
に
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
併
し
剣
明
な
る
二
次
的
意
識
（
内
部
知

畳
）
は
一
次
的
意
識
（
外
部
的
知
蝿
）
の
甥
象
を
唯
寓
○
儀
o
O
曲
調
。
郎
間
接
に
の
み
甥
象
に
持
ち
得
る

の
で
あ
る
。
　
私
が
色
を
饗
象
に
持
つ
人
を
正
當
に
認
知
す
る
か
ら
ε
云
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
色

を
も
同
機
に
認
知
す
る
ご
い
ふ
の
は
正
當
で
な
い
。
そ
れ
と
全
く
同
…
標
に
私
が
「
色
を
青
る
も
の
」

ご
し
て
こ
の
私
膚
身
を
到
明
に
認
知
す
る
か
ら
と
云
っ
て
直
ち
に
そ
れ
に
よ
っ
て
冨
＆
。
○
窪
ど
。

に
認
知
せ
ら
れ
た
色
を
鋼
明
で
あ
る
ビ
云
ふ
の
は
正
法
で
な
い
。
只
フ
ソ
テ
ー
ル
の
云
ふ
如
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
へ

『
そ
れ
が
あ
る
様
に
内
在
的
に
あ
）
、
且
思
念
せ
ら
れ
る
所
の
も
の
を
疑
ふ
の
は
不
合
理
』
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

寧
ろ
そ
れ
を
内
在
知
に
持
つ
、
帥
表
象
す
る
所
の
或
も
の
が
あ
る
ε
云
ふ
こ
ご
を
疑
ふ
の
が
不
合

理
』
で
あ
る
ビ
言
ひ
換
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ブ
レ
ン
タ
ノ
に
於
て
は
古
畳
は
他
の
凡
て
の
意
識
ε
同
機
志
向
的
野
験
で
あ
る
。
私
が
あ
る

　
　
　
　
物
的
及
心
的
魂
象
定
感
壁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
五
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哲
墨
硯
究
　
　
筑
ザ
百
二
十
－
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唱
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

も
の
を
視
、
聴
き
、
盗
る
な
ら
ば
私
は
或
も
の
を
戚
性
的
に
甥
象
ご
し
て
持
つ
の
で
あ
る
。
而
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　

ヘ
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　

ヘ
　

へ
　

せ
　
へ

想
像
内
容
を
表
象
す
る
な
ら
ば
或
も
の
を
非
戚
性
的
に
勤
象
ε
す
る
の
で
あ
る
。
「
或
蔵
性
的
な

も
　

も
　
へ
　

も
　
む
　
　
　

も
　

ヘ
　

へ
　

も
　
も
　

ヘ
　
ヘ
　

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　

ぶ
　
へ
　

も
　
も
　

へ
　
も
　

ヘ
　
へ
　
　
　
　
　

ヘ
　
へ

る
も
の
を
樹
立
に
持
つ
」
と
云
ふ
こ
ε
は
フ
ソ
サ
ー
ル
の
如
く
「
玄
馬
性
的
な
る
も
の
を
部
分
ε
し

も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぶ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

て
持
つ
」
こ
ご
で
は
な
い
。
「
意
識
の
釣
象
」
を
「
意
識
の
部
分
喪
章
意
義
で
あ
る
ご
考
へ
る
も
の
は
認

識
論
的
誤
謬
に
隔
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
紳
ジ
ュ
ピ
タ
ー
を
表
象
す
る
場
合
、
紳
ジ
ュ
ピ
タ
ー
は
意

識
膿
験
の
お
巴
な
一
部
分
で
あ
り
得
な
い
ε
全
く
同
じ
く
、
素
適
の
直
観
的
要
り
を
表
象
す
る
場

合
、
こ
の
直
槻
的
威
性
的
所
與
は
禮
験
の
目
。
巴
な
る
成
素
に
は
薦
し
な
い
。
凡
て
の
意
識
は
或
も

の
、
意
識
で
あ
る
。
而
し
て
凡
て
の
威
畳
も
意
識
で
あ
る
。
意
識
の
本
資
を
明
か
に
せ
ん
ε
す

る
者
は
ブ
レ
ン
タ
ノ
の
こ
の
根
本
的
な
る
心
理
學
的
認
識
の
立
場
に
還
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　
意
識
（
じ
d
9
さ
ω
ω
誘
。
国
）
ご
外
在
（
塗
ω
・
9
…
ε

　
フ
ッ
テ
暫
ル
に
密
接
に
結
付
い
て
ハ
イ
ン
ソ
ヒ
ホ
フ
マ
ン
（
出
．
寓
。
密
≦
葺
賦
q
簿
窪
ω
g
o
嘗
σ
q
o
ロ
｛
∂
興

　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ジ
エ
ツ
レ
　
ジ
ン
リ
ツ
ヘ
　
ウ
ワ
ロ
ル
ネ
ロ
ム
ン
グ

厨
讐
暮
巳
§
鵯
び
O
ぴ
q
瓜
3
は
視
畳
的
戚
性
痴
愚
を
精
細
に
分
析
し
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
メ
ツ
テ
雪
も
同
標
に

し
て
戚
畳
概
念
を
規
定
し
て
居
る
が
共
に
「
戚
畳
」
を
戚
性
的
内
容
師
所
謂
「
物
現
象
」
U
営
σ
q
。
§
琶
茎
一
薦

内
の
非
濁
立
的
な
る
要
素
ビ
し
て
抽
象
ご
注
意
ご
に
よ
っ
て
相
野
的
に
分
離
せ
ら
れ
得
る
も
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
ヘ

ビ
考
へ
、
而
も
こ
の
「
物
現
象
』
從
っ
て
戚
畳
を
そ
の
惑
性
的
性
質
的
塞
無
性
に
も
拘
ら
す
心
的
で
あ

る
ご
考
へ
て
居
る
。
（
寓
。
。
。
ω
2
．
霊
箆
μ
。
δ
σ
q
δ
。
。
●
H
a
）

　
如
斯
・
フ
ソ
ヴ
ー
ル
や
其
他
作
用
心
理
學
の
立
場
に
立
つ
多
く
の
著
明
な
る
二
者
達
が
ブ
レ
ン

タ
ノ
の
物
的
及
心
的
現
象
の
匪
別
に
共
に
原
理
的
に
は
一
致
し
な
が
ら
、
こ
の
逼
2
4
を
域
畳
の
領

域
に
徹
底
し
得
す
非
常
な
暖
昧
を
疑
し
た
の
は
何
に
よ
る
か
。
　
こ
れ
は
一
方
勢
力
あ
る
自
然
科

學
的
心
理
學
の
見
界
の
不
明
瞭
な
る
こ
ご
に
よ
る
で
あ
ら
う
が
、
一
方
又
、
ブ
レ
ン
タ
ノ
の
側
に
於

て
も
、
か
の
志
向
性
論
及
之
に
關
心
す
る
内
部
温
石
論
そ
の
も
の
が
未
だ
物
的
及
心
的
爾
現
象
の

匿
分
原
理
ご
し
て
ま
た
規
準
ご
し
て
、
充
分
な
る
根
本
的
明
瞭
性
を
敏
く
機
に
も
思
は
れ
る
。
然

ら
ば
そ
の
他
爾
現
象
を
品
別
す
る
規
準
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
我
々
は
更
に
進
ん
で
意
識
ε
は

・
如
何
な
る
も
の
か
を
他
の
方
面
か
ら
考
へ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。

四

405

　
一
般
に
意
識
形
象
或
は
意
識
膿
験
ε
呼
ば
れ
る
者
は
濁
立
的
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
叉
は
非

燭
立
的
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
　
普
通
心
理
學
で
は
濁
立
的
ε
考
へ
ら
噂
れ
る
。
　
勿
論
「
膿
験
」
を
「
意
識

へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ち

朕
態
」
ご
解
し
て
、
意
識
膿
験
の
中
に
無
罪
共
存
し
、
密
に
織
組
ま
れ
、
時
間
的
連
綾
的
に
結
付
く
部
分

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
虐
感
梵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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一
八

愚
程
ε
も
考
へ
ら
れ
る
。
　
併
し
、
か
、
る
部
分
過
程
は
分
析
的
抽
象
の
所
産
で
あ
る
に
し
て
も
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ン
バ
ブ
ノ
る
ヨ
ル
ダ
ン

た
そ
の
場
合
他
の
部
分
過
程
ビ
の
定
礎
關
係
を
考
慮
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
兎
に

角
、
一
つ
の
お
旦
な
る
呉
膿
的
意
識
の
流
れ
の
中
か
ら
そ
れ
を
構
成
し
て
居
る
同
標
に
具
盤
的
な

る
部
分
過
程
を
相
互
に
与
し
て
名
駅
立
的
で
あ
る
ご
考
へ
る
こ
ご
な
く
舜
離
し
得
ら
れ
相
互
に

濁
立
的
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
ご
は
原
理
上
可
能
で
あ
る
◎
　
併
し
、
こ
の
具
禮
的
な
る
騰
勢
は
本
當

の
意
味
に
於
て
具
三
豊
翼
壁
的
で
あ
ら
う
か
。
猫
立
的
（
具
燈
的
〉
醤
象
と
は
そ
れ
良
身
華
甲
に
存

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

在
す
る
こ
ご
を
そ
の
本
質
こ
し
、
非
馬
立
的
婁
象
ご
は
そ
れ
喬
身
陣
立
に
存
在
し
得
な
い
こ
ご
を

　
　
へ
　
　
や

そ
の
本
質
【
こ
す
る
Q
我
々
の
凡
て
の
心
的
膿
験
を
相
互
に
比
較
す
れ
ば
そ
れ
等
は
凡
て
「
主
膿
」
に

属
す
る
と
云
ふ
共
蓮
黙
を
持
つ
、
視
聴
、
判
断
、
愛
惜
等
は
視
る
入
判
断
す
る
人
、
愛
す
る
入
な
し
に

も
　

へ
　
も
　

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ヘ
　
へ

存
在
す
る
ε
考
へ
る
の
は
無
意
味
で
あ
る
。
凡
て
の
心
的
膿
験
は
或
も
の
に
結
付
き
、
そ
の
或
も

の
が
心
的
艦
験
を
し
て
一
の
完
全
な
る
濁
立
的
と
し
て
表
象
せ
ら
れ
得
る
全
薩
た
ら
し
め
る
。

こ
の
或
も
の
を
膿
験
す
る
「
耳
蝉
」
ご
名
付
け
る
。
只
3
5
的
膿
験
は
猫
立
に
は
存
在
し
な
い
。
否
、
猫

立
に
は
存
在
し
な
い
こ
ε
が
そ
の
本
質
で
あ
る
。

五
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心
労
す
る
「
信
者
」
の
な
い
如
何
な
る
禮
験
も
な
い
σ
　
こ
の
「
或
者
蓄
門
自
我
」
冒
。
ゲ
ε
云
ふ
。
　
圭
膿
ビ

云
ひ
自
我
ε
云
っ
て
も
軍
に
膿
験
す
る
者
以
上
の
何
者
を
も
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
野
猫
立
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

な
る
心
的
膿
験
一
般
を
し
て
有
意
昧
に
存
在
す
る
或
も
の
た
ら
し
め
る
所
の
そ
れ
ど
同
期
に
非

難
か
紛
硝
か
野
勲
を
意
罪
す
る
に
遇
ぎ
な
い
。
勿
論
こ
の
百
子
あ
非
卓
立
性
は
決
し
て
墾
化
す

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ス
タ
ン
ト

る
膿
験
に
慨
し
て
常
恒
で
あ
る
こ
ご
に
は
矛
盾
し
な
い
。
「
大
さ
」
は
常
恒
で
あ
り
な
が
ら
「
形
」
は
多

模
に
墾
化
し
得
る
反
鋼
に
亦
「
形
」
が
常
陽
で
あ
り
乍
ら
「
大
さ
」
は
多
様
に
養
化
し
う
る
。
而
も
爾
者

は
互
に
非
濁
立
的
要
素
で
あ
る
。

　
　
　
　
ブ
イ
ヒ
フ
オ
ぎ
ル
ス
テ
ツ
ル
ン
グ

　
一
般
に
「
虜
我
表
象
」
は
記
遽
的
に
「
指
示
さ
れ
得
る
」
諺
爵
。
同
σ
q
び
程
様
に
存
在
し
て
居
な
い
ご
云

ふ
の
は
正
し
い
で
あ
ら
う
。
併
し
「
宮
我
表
象
な
決
し
て
「
自
我
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
す
「
自

　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ゼ

我
縣
は
常
に
或
意
味
で
指
示
せ
ら
れ
得
る
。
そ
の
或
意
味
ご
は
一
定
の
「
形
扁
に
「
大
さ
」
が
同
定
の
「
色
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

「
光
度
レ
が
常
に
指
示
せ
ら
れ
得
る
ε
全
く
同
楼
…
の
愚
昧
で
あ
る
。
我
々
は
軍
に
色
に
の
み
、
叉
…
箪
に

垂
に
か
か
呼
鈴
・
ご
出
來
・
。
而
し
て
そ
の
場
合
天
さ
＝
光
度
」
は
瀞
豫
瀞
隷
寒
ド
・
從

而
我
々
は
そ
れ
等
に
就
て
N
定
の
報
告
を
な
し
得
な
い
。
併
し
「
大
さ
」
な
き
「
形
」
、
「
光
度
」
な
き
「
色
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
も

あ
り
得
る
で
あ
ら
う
か
Q
同
様
に
「
正
方
形
扁
を
見
る
場
合
角
の
粗
適
性
は
正
方
形
の
本
質
に
薦
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
セ

る
が
故
に
、
見
ら
れ
た
「
正
方
形
が
等
し
い
角
を
持
っ
て
居
た
こ
云
は
れ
す
、
ま
た
こ
の
性
質
を
持
つ

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
書
感
墾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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第
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二
十
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ご
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

も
の
ε
し
て
認
知
も
せ
ら
れ
す
、
注
意
も
せ
ら
れ
な
い
。
全
く
同
機
に
我
々
は
膿
験
に
常
に
本
質

へ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

的
に
結
付
く
［
肖
塾
を
注
意
し
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
や
’
［
霞
我
」
は
具
膿
的
な
る
膿
験
の
全
膿
に
存

も
　
　
ぬ
　
　
へ

在
す
る
ご
明
か
に
云
ふ
こ
ε
が
出
摩
る
で
あ
ら
う
。

　
反
証
、
「
赤
い
球
」
の
如
き
物
的
な
る
も
の
は
濁
立
な
る
興
膿
的
全
膿
邸
濁
立
的
甥
象
で
あ
る
。
　
H

野
球
を
知
昼
或
は
軍
に
表
象
す
る
ご
云
ふ
膿
験
を
考
へ
て
児
る
場
合
、
明
か
に
我
々
は
そ
の
赤
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゑ

ピ
そ
れ
が
與
へ
ら
れ
る
禮
験
者
ご
を
表
象
す
る
。
　
併
し
、
私
が
球
の
み
を
表
象
し
標
ご
思
へ
ば
禮

験
者
の
如
何
な
る
痕
跡
も
な
き
、
逆
な
る
、
直
戴
な
る
球
の
み
を
何
等
の
矛
盾
も
な
く
表
象
し
得
る
。

そ
れ
は
他
の
物
膿
や
個
々
の
「
唐
我
」
師
「
腱
斎
主
騰
」
ご
同
列
の
濁
立
者
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
然
る
に
「
悲
し
み
」
の
膿
験
を
考
へ
る
場
合
、
勿
論
「
悲
し
み
」
の
み
を
そ
の
禮
験
者
か
ら
分
離
し
て
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　

ヘ
　
へ

労
し
得
る
。
併
し
、
か
〉
る
分
離
歌
態
に
於
て
は
こ
の
「
悲
し
み
」
は
必
然
的
に
一
の
8
。
話
。
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ビ
ル
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ゆ
　
や

そ
れ
の
具
膿
的
な
る
形
．
象
を
持
だ
ん
ご
す
れ
ば
私
は
必
然
的
に
そ
れ
．
に
そ
れ
の
膿
験
者
を
附
加

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
膿
験
者
の
経
験
的
性
質
全
膿
を
附
加
す
る
を
要
し
な
い
に
し
て
も
、
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヒ
モ
メ
ン
ト

離
せ
ら
れ
た
悲
し
み
の
軍
勢
を
其
膿
的
全
曲
た
ら
し
め
る
「
自
我
要
素
喜
し
て
の
「
自
我
」
を
必
ず
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

幸
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恰
も
色
を
軍
に
分
離
せ
ら
れ
た
非
戸
立
的
な
る
標
識
と
し
て
“
は

な
一
具
膿
的
な
る
形
象
を
完
全
に
直
槻
し
や
う
ε
す
れ
ば
必
ず
色
に
察
間
的
形
態
（
理
り
苛
）
を
附
加
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
②
併
し
そ
の
場
合
、
［
擬
蚕
』
以
外
の
経
験
的
物
理
的
性
質
、
器
重
量
、
弾
性
等

は
附
加
す
る
を
要
し
な
い
の
こ
同
機
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ウ
ス
ト
ザ
ィ
ン
　
　
　
ア
ウ
セ
ン
ザ
イ
ン

　
こ
、
に
我
々
は
パ
ウ
ル
・
リ
ン
ヶ
が
主
張
す
る
物
的
及
心
的
、
意
識
ご
外
在
ご
の
遜
胴
規
準

を
承
認
す
る
こ
ご
が
乱
丁
る
。
「
墾
は
完
全
な
る
具
艦
性
に
調
て
現
前
す
る
爲
に
は
決
し
て
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ゆ
　
も
コ
　
ぶ

を
騰
験
す
る
「
宮
我
」
を
要
し
な
い
所
の
形
象
で
あ
る
。
然
る
に
「
悲
し
み
は
本
質
蘭
に
」
慮
我
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
。
　
一
の
球
を
表
象
す
る
な
ら
ば
私
が
向
ふ
所
の
も
の
は
直
話
に
一
の
球
で
あ
る
。

反
之
同
機
鳶
悲
し
み
を
表
象
し
や
う
こ
す
る
な
ら
ば
私
は
必
ず
磯
験
者
を
表
象
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
悲
し
み
の
腱
墨
壷
悲
し
み
の
歌
詠
に
あ
る
膿
験
者
を
表
象
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

門
悲
し
み
」
は
「
唐
蓋
附
着
装
」
國
9
ぎ
跨
で
あ
り
、
「
宣
命
保
持
的
」
H
畠
ぎ
類
σ
q
で
あ
る
。
「
球
」
は
「
窃
我
相
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ウ
ス
ト
ザ
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
セ
ン
ザ
マ
ン

的
コ
。
び
幽
「
露
三
で
あ
る
。
　
（
ζ
藁
筆
、
§
象
．
・
岡
●
≦
p
営
，
』
●
コ
ム
・
）
「
意
　
識
」
形
象
に
冠
し
「
外
　
在
」
形
象
を
甥

補
せ
し
め
る
こ
ご
が
出
面
る
Q
そ
れ
は
門
営
我
縮
異
的
」
な
る
饗
象
で
あ
る
。
之
を
「
盗
我
保
持
的
」
に

　
　
ラ
イ
ム
ハ
ル
デ
イ
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

あ
あ
　
へ
も
　
へ

ゆ

も
お
や

へ
　
ぬ

饗
し
「
二
間
保
持
的
」
ご
云
ひ
得
る
。
　
而
も
爾
、
「
室
問
保
持
性
」
な
る
標
識
を
断
念
す
る
こ
ε
は
出
來

へ

る
○
音
や
臭
の
場
合
の
如
く
「
虞
我
叡
異
曲
］
な
る
形
象
に
拘
ら
す
塞
問
性
を
認
め
な
い
も
の
も
、
…
軍

に
「
自
我
相
異
性
」
を
以
て
充
分
滞
足
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。
叉
我
々
は
ブ
レ
ン
タ
ノ
を
戚
昼
内
容

（
維
、
音
等
）
を
域
雄
作
用
か
ら
峻
別
し
た
考
へ
方
に
も
一
致
す
る
こ
ご
が
毘
替
る
。

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
定
感
資
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
晶
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哲
學
研
究
第
胃
二
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
や
　
　
へ
　
　
も

　
「
外
在
あ
規
定
や
分
類
に
際
し
て
は
決
し
て
意
識
事
實
の
存
立
を
前
提
す
る
慌
な
立
場
を
必
要

　
　
　
　
　
も
　
へ
　
も
　
も
　
も
　
も
　
な
　
ゐ
　
む
　
ゆ
　
へ
　
お
　
へ
　
も
　
　
　
ま
　
ぬ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
み
　
ゆ
　
み
　
ゼ
　
ゆ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
な
　
へ

ご
し
な
い
。
「
外
在
」
は
「
意
識
」
に
翼
し
て
濁
立
で
あ
る
Q
「
外
在
」
の
本
質
は
そ
れ
が
直
接
に
「
膚
我
相
異

も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
や
　
　
も
　
　
も
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ぶ
　
　
も
　
　
ロ
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
せ
　
　
も
　
　
も
　
　
ぶ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ゑ
　
　
ゐ
　
　
ゐ
　
　
ゑ

的
」
ε
し
て
意
識
事
實
の
世
界
に
如
何
な
る
仕
方
に
観
て
も
属
し
な
い
或
物
ご
し
て
顯
現
す
る
に

へ
　
　
ゆ
在
る
。
從
而
明
白
な
る
意
識
事
實
を
外
在
に
面
す
る
規
準
ご
せ
ん
こ
す
る
凡
て
の
規
定
や
分
類

原
理
は
本
來
無
意
味
で
あ
る
Q

　
も
　

へ
　

も
　

ま
　

も
　

も
　

へ
　

あ
　
へ
　
　
　
　
も
　

へ
　

ぶ
　

や
　

も
　

ゐ
　

ぶ
　

へ
　

も
　

ぶ
　

も
　
　
む
コ
　
も
　

も
　

ヤ

　
こ
の
滋
は
姜
當
し
な
い
。
意
識
露
語
は
外
在
の
規
定
に
定
位
す
る
○
そ
の
細
別
に
醤
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

外
在
の
扶
助
が
不
可
歓
で
あ
る
。
こ
れ
は
志
向
性
な
る
本
質
よ
り
し
て
直
接
に
必
然
繭
で
あ
る
。

併
し
外
在
の
甥
象
は
決
し
て
如
何
な
る
心
理
的
關
係
に
よ
っ
て
も
限
定
せ
ら
れ
な
い
。
同
一
の

三
角
形
を
軍
に
手
で
燭
れ
た
も
の
ε
、
手
袋
の
手
で
鯛
れ
だ
も
の
こ
に
差
別
す
る
の
が
笑
ふ
べ
き

如
く
、
心
妻
酌
に
同
｝
な
る
三
角
形
を
知
畳
せ
ら
れ
た
も
の
ご
回
想
せ
ら
れ
π
も
の
ご
に
分
類
す

る
の
は
笑
ふ
べ
き
で
あ
る
。
更
に
風
景
は
藝
術
家
が
そ
れ
を
描
く
か
否
か
、
或
は
如
何
に
描
ぐ
か

に
は
無
心
係
で
あ
る
。
併
し
絡
書
に
面
し
て
は
勿
論
そ
の
醤
象
が
風
景
で
あ
る
か
否
か
、
或
は
如

何
な
る
性
質
を
そ
れ
が
持
つ
か
は
絶
甥
に
重
要
で
あ
る
。
饗
象
に
志
向
す
る
意
識
は
臨
書
ご
同

　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ
　
も
　

あ
　
ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　

へ
　
も
　

へ
　
や
　

へ
　
も
　
ぬ
ヒ
　
も
　

や
　
も
　

ヘ
　
ヘ
　

へ
　
も
　

ゆ
　
へ
　

も
　
も
　

も
　

へ
　
も

標
で
あ
る
Q
帯
心
直
接
に
「
唐
我
保
持
性
」
を
示
す
ご
い
ふ
こ
ご
は
外
在
の
本
質
に
は
属
し
な
い
。

ヘ
　
ヘ
　
イ
ヒ
ハ
ル
テ
ィ
グ
　
め
　
へ
　
ぶ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
せ
　
ち
　
も
　
ゆ
　
も
　
へ
　
ち
　
へ
　
せ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
へ
　
せ
　
も
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ
　
も
　
つ

反
哺
、
膚
我
保
持
者
」
に
封
し
て
は
外
在
に
向
け
ら
れ
る
ε
い
ふ
こ
ε
外
界
に
結
付
く
ご
云
ふ
こ
ご
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我
々
の
最
初
の
問
題
は
外
部
知
壁
に
興
る
物
的
及
3
5
凶
の
關
係
で
あ
る
。
故
に
こ
、
に
直
ち

に
外
部
知
畳
の
分
析
に
移
る
。

　
外
部
知
畳
ご
は
ヲ
ン
ヶ
の
所
謂
「
外
在
」
を
直
槻
す
る
作
用
で
あ
る
○
こ
の
場
合
勿
論
外
在
の
現

へ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゆ
　
ヤ
　
へ

實
性
或
は
非
立
文
性
は
外
部
知
畳
の
性
質
に
何
の
關
係
も
な
い
。
何
ビ
な
れ
ば
知
畳
の
勤
象
は

そ
の
現
實
非
現
延
性
の
い
つ
れ
に
拘
ら
す
、
そ
れ
が
「
自
我
相
異
的
」
ご
し
て
與
へ
ら
れ
る
限
b
、
絶
醤

的
に
外
在
に
屡
し
、
決
し
て
・
膿
験
の
流
れ
に
は
忙
し
な
い
。

　
例
へ
ば
「
こ
の
青
い
面
」
は
一
定
の
時
間
に
、
一
定
の
作
用
「
に
よ
っ
て
」
知
畳
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
こ

の
歯
象
が
同
一
で
あ
る
間
、
禮
験
の
流
れ
の
同
種
の
作
用
の
絶
え
ざ
る
痩
績
で
あ
る
。
師
青
い
面

を
把
捉
す
．
。
「
そ
の
」
作
用
は
一
丸
禮
作
用
で
あ
る
。
併
し
そ
の
面
に
遜
化
が
生
す
れ
ば
鷺
験
の
連

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
定
感
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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．
哲
革
研
究
第
百
二
十
二
瀧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
ぬ
　
も
　
ゑ
　
へ
　
げ
お
　
ヘ
　
へ
　
も
　
も
　
も
　
へ
　
ま
　
も
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
み

綾
も
ま
た
同
種
で
も
あ
り
得
な
い
。
師
豊
象
が
岡
一
で
あ
れ
ば
作
用
膿
験
も
亦
同
一
で
あ
り
、
野

も
　

へ
　

る
　

ゆ
　

も
　

ゆ
　

へ
　

あ
　

ぬ
　

ぬ
　

も
　

お
　

ぬ
　

ゆ
　

ゆ
　

ぬ
　
　
ゑ

象
が
漫
化
す
れ
ば
膿
験
…
の
側
も
亦
墾
化
す
る
Q
郎
一
般
に
「
灘
象
の
意
識
」
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
そ
の

醤
象
に
よ
っ
て
相
悪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q
換
言
す
れ
ば
凡
て
の
志
向
的
野
象
は
そ
れ
に
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ゆ
　
の
　
　
へ
　
も

す
る
特
殊
の
作
用
ご
封
歯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
只
作
用
は
決
し
て
輩
純
な
る
形
式
的
把
捉

へ
　
　
も
　
　
ゑ
　
　
や
　

ゆ
　
　
ゆ

を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
は
軍
に
火
箸
の
如
き
も
の
で
は
な
く
、
細
魚
の
媒
介
者
ε
し
て
内
容
の
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
ゆ
　
へ
　
ゆ
　
へ
　
ぶ
　
へ

を
持
淀
ね
ば
な
ら
な
い
。
知
命
作
用
を
軍
な
る
「
火
箸
の
性
質
」
の
如
く
考
へ
作
用
の
側
に
於
て
は

輩
な
る
知
畳
一
般
以
外
に
何
等
の
涯
別
を
も
認
め
な
い
の
は
正
當
で
な
い
。
　
一
は
色
、
他
は
膏
の

知
畳
的
な
る
把
捉
で
あ
る
以
外
に
、
特
に
親
作
用
蕪
作
用
等
の
間
の
細
別
が
認
め
得
ら
れ
な
い
で

あ
ら
ふ
か
。
我
々
は
「
特
定
の
色
を
知
慶
す
る
」
ご
云
ふ
場
合
我
々
は
常
に
特
殊
の
意
識
妖
態
を
持

つ
で
あ
ら
ふ
。
そ
れ
は
特
定
の
か
髄
く
か
く
の
親
作
用
で
あ
っ
て
、
決
し
て
軍
に
視
ら
れ
た
色
で
も
、

　
　
　
ぶ
　
な
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
や
　
も

ま
た
簡
軍
な
る
畳
的
把
捉
で
も
な
い
。
我
々
は
色
を
親
、
暑
を
短
く
の
で
あ
っ
て
決
し
て
色
を
聴

き
音
を
視
る
こ
ビ
は
毘
來
な
い
。
　
の
み
な
ら
す
私
の
意
識
内
の
現
象
は
外
的
濁
真
赤
を
把
捉
す

る
場
合
ご
青
を
把
捉
す
る
場
合
ご
必
然
的
に
異
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
私
は
意
識
状
態
の
こ
の

養
化
を
直
接
に
そ
の
封
象
に
よ
っ
て
影
響
せ
ら
れ
た
も
の
ε
し
て
覆
験
す
る
。
勿
論
こ
の
外
的

謝
象
ご
は
物
理
的
刺
戟
こ
し
て
の
現
働
静
勢
象
や
生
理
的
刺
戟
ε
し
て
の
醗
営
を
指
す
の
で
は
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な
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
へ
　
　
も
　
　
ま

整
い
。
そ
れ
は
［
現
實
的
」
こ
い
ふ
賓
僻
に
…
影
響
の
な
い
所
の
直
接
所
與
の
外
在
下
畑
象
で
み
る
q

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

そ
れ
は
私
に
與
へ
ら
れ
、
私
が
写
れ
を
把
捉
す
る
の
で
あ
る
。
把
捉
ご
云
っ
て
も
こ
の
場
合
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ゆ
　

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
　
　
ゆ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

窟
土
量
立
な
る
自
我
の
活
動
で
は
な
い
。
封
象
に
饗
抄
す
る
軍
な
る
騰
験
の
現
象
で
あ
る
。

　
醤
象
は
「
脅
我
相
異
的
」
こ
し
て
、
青
は
青
ご
し
て
猫
立
な
る
、
師
我
々
の
知
畳
作
用
に
聯
立
な
る
外

在
ε
し
て
直
接
に
顯
現
す
る
。
從
而
そ
れ
は
そ
れ
良
身
知
下
せ
ら
れ
だ
控
壁
で
は
な
い
。
勤
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
も
　
　
も

は
禮
験
す
る
欝
我
の
中
に
甥
癒
す
る
膚
己
を
浸
透
せ
し
め
て
初
め
て
知
畳
せ
ら
れ
甥
象
ご
な
る

こ
ご
が
鵠
來
る
。
只
意
識
野
験
の
流
れ
の
中
に
は
輿
へ
ら
れ
た
醤
象
の
最
小
個
別
性
に
ま
で
遡

癒
す
る
過
程
、
從
而
意
識
の
凡
て
の
特
異
，
凡
て
の
愛
化
は
そ
の
欝
象
の
叫
特
異
，
一
幅
化
に
鋼
慮
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
樹
癒
或
は
「
接
合
」
囚
○
℃
℃
望
粥
σ
q
を
フ
ン
ヶ
は
「
内
容
」
な
る
多
義
語
を
避
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ひ
　
ス
ト
ッ
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ト
　
　
フ
ォ
ル
ム

で
知
蝿
（
一
般
に
表
象
あ
「
素
材
」
ω
δ
譲
ε
云
っ
て
居
る
。
　
こ
の
「
作
用
素
材
」
に
期
し
て
「
作
用
形
式
」
が
匿

別
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
郎
一
作
用
に
煙
る
坦
々
な
る
心
象
へ
の
志
向
的
關
係
は
前
者
で
あ

り
同
「
劉
象
の
意
識
へ
の
現
れ
方
、
節
制
畳
せ
ら
れ
る
か
或
は
軍
に
表
象
せ
ら
れ
る
か
の
相
異
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

後
者
で
あ
る
。
從
而
「
作
用
全
膿
」
は
素
材
、
形
式
、
及
甥
象
が
私
ご
同
機
他
の
商
号
に
も
把
捉
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

得
る
こ
ご
即
「
再
構
あ
三
要
素
に
匠
遍
し
得
ら
れ
る
○
故
に
凡
て
の
作
用
は
三
次
之
に
愛
化
す
る

も
の
ε
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
ふ
。

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
定
感
翌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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二
六

　
ソ
ン
ケ
は
作
用
の
素
材
ご
調
象
ご
の
關
係
を
「
鏡
」
で
以
て
言
ひ
表
は
し
て
居
る
。
（
O
讐
薮
獄
σ
Q
。
ω
・
話
・

。
。
●
呂
℃
）
併
し
こ
の
場
合
「
鏡
像
」
ご
「
原
型
」
こ
の
關
係
を
云
ふ
の
で
は
な
く
寧
ろ
反
謝
に
原
型
ε
は
全

然
無
關
係
で
あ
る
○
そ
れ
は
零
墨
の
中
の
醤
象
ご
鏡
面
ご
の
肥
馬
で
あ
る
。
　
こ
の
麹
象
は
そ
れ

が
直
接
與
へ
ら
れ
る
儘
に
考
ふ
れ
ば
鏡
面
の
後
に
あ
る
。
器
質
葱
ご
は
醐
係
の
な
い
濁
立
の
醤

象
ご
考
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
田
方
こ
の
映
さ
れ
た
封
象
は
鏡
面
に
属
す
る
凡
ゆ
る
事
象
に
謝
慮

す
る
ご
考
へ
て
差
支
へ
な
い
。
即
鏡
自
身
そ
れ
膚
身
自
、
黄
、
赤
等
の
濁
象
の
意
味
ε
し
て
、
特
殊
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゆ

る
反
射
を
な
す
ε
考
へ
ら
れ
る
、
從
而
、
鏡
面
の
過
程
は
作
用
素
材
に
相
写
し
、
そ
の
後
の
過
程
は

封
建
に
相
屯
す
る
。
競
業
は
正
確
に
野
癒
す
る
。
而
も
「
作
用
素
材
」
は
常
に
厭
。
巴
な
る
實
在
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
イ
ト
ラ
　
ル

る
現
象
で
あ
る
に
濁
し
そ
の
志
向
す
る
舞
象
」
は
謂
は
や
無
記
で
あ
る
。
從
而
鏡
の
後
の
翼
象
は

そ
れ
が
必
然
的
に
非
現
實
的
な
る
黙
に
於
て
、
志
向
蘭
醤
象
ご
異
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
場
合
，

　
　
　
ビ
ル
ド

『
封
象
の
「
像
」
が
原
型
に
一
致
す
る
か
ら
そ
の
甥
象
は
現
實
的
で
あ
）
、
一
致
し
な
い
か
ら
非
現
實
的

で
あ
る
』
ε
論
ず
る
の
で
は
な
い
。
何
ε
な
れ
ば
素
材
ε
封
象
こ
の
「
愈
愈
」
は
規
則
正
し
く
存
在
し
、

そ
こ
に
一
寸
の
例
外
も
な
く
一
致
す
る
Q
「
像
」
ご
「
原
型
」
ご
云
ふ
意
昧
の
樹
癒
は
意
識
の
場
合
に
は
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も
　
あ
　

な
　

へ

存
し
な
い
。
唯
一
つ
の
與
へ
ら
れ
た
醤
象
に
關
熱
す
る
の
で
あ
っ
て
現
蜜
的
ご
い
ふ
賓
僻
は
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ス
ヂ
イ
チ
エ
ン

少
正
確
な
る
研
究
或
は
徴
　
鵜
に
基
い
て
初
め
て
そ
れ
に
露
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
辞
命
の
こ
の
無
記
的
所
與
性
西
盛
實
、
非
現
實
の
彼
岸
に
あ
る
現
象
性
ご
云
ふ
の
は
外
的
樹
象

の
「
現
れ
方
」
郎
「
射
影
」
》
σ
ω
。
冨
け
欝
ゐ
ご
い
ふ
意
味
の
現
象
性
と
は
同
意
昧
で
は
な
い
。
「
射
影
」
に
於
て

は
現
實
、
非
現
實
、
い
つ
れ
の
領
域
に
在
っ
て
も
常
に
「
射
影
一
ご
「
射
影
せ
ら
れ
る
も
の
」
即
射
影
の
樹
象

ご
が
虚
語
せ
ら
る
。
　
一
の
机
の
異
っ
た
多
く
の
射
影
を
寓
眞
に
撮
る
こ
ご
が
毘
滞
る
。
純
輝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

現
象
學
的
意
昧
の
無
記
的
所
興
醤
象
は
か
、
る
射
影
關
係
を
持
淀
な
い
。
そ
れ
は
現
量
性
ご
絶

へ
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
へ

聾
的
に
無
關
係
に
立
つ
領
域
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゑ
　
る
　
へ
　
も

　
叉
外
的
甥
象
の
「
射
影
」
は
作
用
の
素
材
蘭
内
容
ざ
全
然
匿
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
尉

影
」
は
そ
れ
慮
身
現
實
性
ご
否
と
に
拘
ら
す
一
外
的
聾
象
で
あ
る
。
そ
れ
に
鋼
絶
し
て
初
め
て
膿

験
の
側
に
そ
れ
ご
接
合
す
る
作
用
素
材
が
現
れ
る
の
で
あ
る
ご
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
我
々
は
知
畳
の
鋼
象
を
更
に
分
析
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
そ
れ
に
封
癒
す
る
「
戚
畳
レ
の
概
念
を
明

か
に
規
定
す
る
こ
ε
が
出
來
る
。

　
凡
て
の
野
象
は
二
種
類
の
要
素
か
ら
成
立
っ
て
居
る
。
師
一
定
の
外
的
翻
象
が
與
へ
ら
れ
る

　
　
　
　
ゆ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　

ぬ
　
　
　
　
フ
オ
ル
マ
　
レ

種
々
な
る
仕
方
師
甥
象
の
形
、
大
さ
、
量
、
時
問
、
軍
純
或
は
複
雑
性
等
の
性
質
を
「
形
式
的
要
素
煙
い
ふ
。

　
　
　
　
物
的
及
心
的
現
象
定
感
掘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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哲
攣
研
究
第
百
二
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
入

か
く
形
式
的
に
規
定
せ
ら
れ
た
甥
象
は
自
や
膏
で
あ
り
得
ら
れ
る
の
で
あ
ら
ふ
。
　
一
般
的
に
云

へ
ば
そ
れ
は
色
、
音
、
臭
痛
等
を
媒
介
す
る
艦
験
の
「
褒
出
帯
」
》
諺
σ
q
憲
鴇
N
9
。
こ
し
て
の
性
質
を
持
つ

　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
リ
ア
ほ
ル

の
で
あ
る
。
之
を
「
質
的
要
素
」
こ
い
ふ
Q
こ
の
雨
要
素
は
互
に
蚕
卵
立
込
で
あ
る
故
に
具
瞠
性
に

看
て
は
不
可
分
離
に
結
付
い
て
の
み
有
意
昧
に
考
へ
ら
れ
る
。
外
的
饗
象
の
凡
て
の
具
膿
的
な

る
性
質
に
醤
癒
し
て
禮
験
の
側
に
も
亦
、
そ
の
内
容
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
へ
ば
同
じ
直
裡

の
底
質
ご
薄
染
を
見
た
場
合
、
或
は
又
、
直
穫
一
寸
の
赤
螺
と
直
穫
一
尺
の
赤
墨
を
見
だ
場
合
ε
明

か
に
馬
持
N
毎
暴
露
貯
が
異
る
Q
之
は
寧
ろ
球
を
見
て
直
接
に
生
す
る
意
識
動
態
が
先
第
一
に
異

り
、
か
く
し
て
初
め
て
異
つ
だ
戚
情
心
態
が
現
れ
る
の
で
あ
る
ご
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
ふ
。
故
に
外

的
封
象
に
質
酌
及
形
式
的
要
素
が
あ
る
標
に
意
識
状
態
に
も
亦
こ
の
聾
者
に
接
合
し
、
甥
癒
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ル
マ
ヨ
レ
グ
ス
タ
ル
ト

膿
験
要
素
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
》
る
作
用
素
材
の
形
式
的
要
素
を
形
式
（
形
態
）
膿
験
ご
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

ふ
な
ら
ば
質
的
要
素
を
「
戚
畳
」
ご
云
ふ
こ
ご
が
出
　
穿
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
あ
　
　
　
　
ぶ
　
　
も
　
　
ぶ

「
赤
の
戚
畳
」
ご
は
そ
れ
故
に
軍
な
る
赤
、
郎
圓
い
赤
、
四
角
い
赤
で
な
く
、
凡
て
の
形
式
を
度
外
覗
し

　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
せ

た
輩
な
る
赤
を
知
立
す
る
腔
験
で
あ
る
。
　
そ
れ
は
一
定
の
個
2
4
的
な
る
赤
の
要
素
を
媒
介
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
ロ
ム
　
ト
ザ
イ
ン

の
爲
に
特
徴
付
け
ら
れ
た
「
氣
持
」
を
意
味
す
る
こ
ご
に
よ
わ
性
質
的
に
特
性
耀
け
ら
れ
た
知
畳
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
ピ
ン
デ
ン

程
で
あ
る
。
我
々
は
仁
心
畳
素
材
菩
「
戚
畳
作
用
言
を
匿
別
す
る
こ
と
が
田
回
る
。
前
者
は
形
式



的
要
素
を
完
全
に
抽
象
し
た
作
用
素
材
の
質
的
要
素
で
あ
る
。
後
者
は
質
的
要
素
を
軍
に
抽
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

す
る
全
作
用
素
材
で
あ
る
。
而
も
一
般
的
な
る
作
用
形
式
は
こ
の
場
合
常
に
知
能
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
男
妾
は
プ
レ
γ
タ
ノ
の
主
張
し
だ
如
く
絶
醤
的
に
作
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
や
青
は
一
定
の
樹
象
に
属
す
る
も
の
こ
考
へ
ら
れ
な
い
場
合
ご
錐
も
依
然
非
濁
立
中
外
在
的

形
象
上
る
こ
ご
を
免
れ
得
な
い
で
あ
ら
ふ
。
そ
れ
は
恰
も
線
が
一
定
の
圖
形
に
属
し
な
く
て
も
、

依
然
塞
間
的
延
長
の
形
象
で
あ
る
ε
同
標
で
あ
る
。

　
外
的
黒
黒
に
於
て
物
的
及
心
的
が
如
何
に
關
係
す
る
か
。
戚
畳
ε
は
何
で
あ
る
か
の
問
題
を

究
明
せ
ん
ご
す
る
最
初
の
意
圖
は
達
せ
ら
れ
た
。
故
に
知
畳
に
於
る
作
用
形
式
、
叉
作
用
素
材
の

形
式
的
帰
臥
腰
更
に
ま
た
域
州
覚
膚
身
が
」
如
何
な
る
性
質
を
持
ち
又
」
如
何
な
る
合
法
性
に
從
ふ
か
の

淺
さ
れ
た
る
問
題
は
後
の
研
究
に
譲
る
。
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結

論

　
自
然
科
學
の
研
究
に
ま
っ
て
『
個
々
の
色
、
音
、
温
、
冷
等
は
決
し
て
外
界
に
現
實
性
こ
し
て
存
在
し

な
い
芝
，
幻
覚
象
の
質
的
要
素
は
作
用
素
材
の
中
に
如
何
に
明
瞭
に
顯
現
し
や
う
ε
も
そ
れ
は
必

然
的
に
非
現
實
的
で
あ
る
ご
云
ふ
芝
』
の
重
要
な
る
事
案
が
謹
明
せ
ら
れ
得
て
も
、
そ
れ
を
以
て
直

　
　
　
　
物
約
及
心
的
現
象
ミ
感
艶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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三
〇

ち
に
そ
れ
等
の
要
素
を
そ
れ
膚
身
右
下
で
あ
る
ご
云
ふ
の
は
正
距
で
な
い
で
あ
ら
ふ
。
我
々
は

ブ
レ
ン
タ
ノ
立
…
場
へ
還
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
彼
に
於
て
は
戚
畳
に
於
て
作
用
ご
甥
象

が
、
翻
心
的
ご
物
的
が
如
何
に
關
撤
し
、
結
付
く
か
未
だ
明
瞭
で
な
い
様
に
思
は
れ
る
。
併
し
、
フ
ッ

サ
ー
ル
の
如
く
如
何
に
精
細
に
、
如
何
に
深
く
プ
レ
ン
タ
ノ
を
批
鋼
分
析
し
π
に
し
て
も
、
彼
が
威

畳
作
用
ビ
威
性
的
内
容
ご
を
同
一
親
し
外
的
欝
象
を
域
畳
内
容
の
…
種
の
「
解
繹
」
に
よ
っ
て
糊
約

せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
ご
考
へ
る
の
は
正
常
で
な
い
で
あ
ら
ふ
。
若
し
フ
ッ
サ
奪
ル
の
曰
く
『
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

膿
的
な
る
志
向
的
騰
験
は
そ
れ
自
身
志
向
性
を
持
だ
な
い
所
の
雌
性
的
な
る
も
の
か
ら
成
立
す

る
』
ビ
云
ふ
な
ら
ば
そ
れ
は
所
輿
性
の
領
域
を
超
え
る
で
あ
ら
ふ
。
素
材
的
な
る
戚
畳
膿
験
は
現

象
す
る
物
的
要
素
（
外
在
の
性
質
）
混
同
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
◎
我
々
は
「
作
用
素
材
」
が
窪
々
に
封

象
を
媒
介
す
る
ご
云
っ
た
。
併
し
決
し
て
そ
れ
が
樹
象
の
顯
．
現
法
で
あ
る
ビ
は
云
は
な
か
っ
た
。

「
緑
の
厚
畳
」
は
決
し
て
「
物
的
な
る
緑
」
の
「
講
同
母
」
そ
れ
膚
身
で
は
な
い
。
物
的
な
る
も
の
は
決
し
て
「
形

式
化
」
に
よ
っ
て
非
志
向
的
な
る
も
の
か
ら
志
向
的
な
る
も
の
に
な
り
得
る
所
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
自
身
形
式
な
き
も
の
、
或
は
性
質
な
き
も
の
を
、
耳
蝉
は
性
質
を
附
加
す
る
こ
ざ
に
よ
っ
て
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ

あ
る
も
の
、
性
質
あ
る
も
の
ご
は
な
り
得
な
い
で
あ
ら
ふ
Q
そ
れ
は
必
ず
最
初
よ
う
何
等
か
の
形
、

も
　
　
へ
　
　
も
　
　
を

何
等
か
の
性
質
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
襟
に
禮
験
は
そ
の
本
質
ピ
し
て
最
初
よ
り
、
志
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隆
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
帥
、
外
的
野
象
に
「
接
合
す
る
」
こ
ご
、
而
も
そ
の
醤
象
の
凡
て
の
具
膿

的
な
る
特
異
性
に
、
作
用
の
か
、
る
素
材
が
勤
製
す
る
こ
ご
を
そ
の
本
質
ビ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
而
も
醤
幸
す
る
爾
特
異
性
の
閥
に
は
如
何
な
る
性
質
的
相
等
性
も
相
似
思
も
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
爾
者
の
關
係
は
フ
ン
ヶ
の
所
謂
「
接
合
」
O
。
囚
。
贈
・
昏
乱
で
あ
る
。
『
甥
象
の
性
質
の
作
用
素

材
に
撚
る
「
自
己
再
現
」
と
Q
っ
搾
窄
言
。
審
二
等
9
．
帆
で
あ
り
、
他
方
よ
り
云
へ
ば
作
用
素
材
の
麗
質
に
於
る

（
自
己
顯
現
）
　
ご
腔
警
鉦
舞
誇
亀
9
＾
へ
で
あ
る
』
o

　
一
般
的
に
物
的
及
心
的
現
象
の
国
別
は
プ
レ
ン
タ
ノ
の
嚴
密
な
る
整
磁
に
還
ら
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゆ
　
　
へ

ら
な
い
。
而
し
て
心
的
現
象
邸
意
識
の
志
向
性
な
る
本
質
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
は
醤
象
の

ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
や
　

へ

並
立
で
あ
る
。
凡
て
の
志
向
さ
れ
た
る
も
の
、
特
徴
は
膿
験
す
る
主
膿
か
ら
の
濁
立
性
で
あ
る
。

ソ
ン
ヶ
の
所
謂
「
暦
域
濁
立
性
一
G
。
。
同
民
9
菖
p
σ
薮
薦
凶
σ
q
融
け
の
法
期
で
あ
る
。
「
非
現
盤
面
言
い
ふ
賓
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
　
り
　
ゆ
　
へ
　
　
も
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
へ

は
如
何
に
し
て
も
物
的
な
る
も
の
を
心
的
な
る
も
の
に
な
し
得
な
い
。
現
實
的
－
非
面
魂
的
な
る

も
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　

へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ま
　

ゆ
　
　
ゑ
　
　
も
　
　
ヘ
　

ヘ
　
　
へ

概
念
は
物
的
－
心
的
な
る
概
念
ε
交
錯
す
る
。
知
点
せ
ら
れ
た
緑
の
面
が
實
在
界
に
存
在
し
な
い

こ
ビ
廓
非
導
車
的
で
あ
る
こ
ご
が
謹
明
せ
ら
れ
て
も
、
緑
色
は
決
し
て
心
的
現
象
或
は
磯
験
ご
は

な
り
得
な
い
。
全
く
同
様
に
回
想
、
想
像
等
の
「
内
容
適
翠
に
非
現
實
的
で
あ
る
が
故
を
以
て
直
ち

に
心
的
越
畑
ご
は
な
り
得
な
い
。
無
慮
傳
幾
等
の
世
界
は
石
倉
現
實
世
界
の
経
験
的
常
識
的
合

　
　
　
　
物
的
及
心
酌
現
象
ミ
感
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
＝
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三
二

法
性
に
号
し
て
「
無
意
昧
」
で
あ
り
得
て
も
、
決
し
て
矛
盾
で
は
あ
り
得
な
い
。
龍
宮
は
依
然
物
的
の

建
築
物
で
あ
う
、
童
話
の
中
に
於
て
も
b
。
×
b
っ
桂
ぬ
は
必
然
的
で
あ
る
。
與
へ
ら
れ
淀
る
外
在
は
假
倉

男
現
實
的
で
あ
っ
て
も
、
決
し
て
百
骸
保
持
的
」
ご
し
て
い
は
な
く
、
「
富
我
相
異
的
」
ご
し
て
示
さ
れ

る
限
り
、
必
然
的
に
統
一
的
な
る
「
外
在
」
で
あ
る
。
戚
性
的
世
理
の
翼
象
印
域
性
的
性
質
的
な
る
も

の
は
現
｛
貫
、
非
現
轡
夙
に
一
全
殊
塒
銚
“
単
な
る
猫
「
白
H
の
伽
劉
櫓
凱
性
黒
い
域
を
一
持
つ
ご
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
ふ
。

　
然
ら
ば
か
、
る
鍬
象
の
領
域
が
如
何
に
し
て
心
理
學
の
難
題
こ
な
）
得
る
か
は
こ
の
小
論
文

に
よ
っ
て
淺
さ
れ
π
る
問
題
で
あ
る
。
（
完
）


